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● 以下の主張は RCA0上で ACA0と同値である： 
－自然数から自然数への部分関数について，その全域関数への拡張が存在する． 
－算術的論理式で定義可能な同値関係について，その商集合が存在する．  
● 以下の主張は RCA0上で WKL0と同値である： 
－自然数から自然数への部分関数の無矛盾な列について，その拡張が存在する． 









● 可算な完備半順序集合における Tarski-Kantorovitch の不動点定理と Bourbaki-Witt の不動点定
理，可算な完備束における Knaster-Tarski の不動点定理と Abian-Brown の極大不動点定理は
RCA0で証明できる． 
● 可算な半順序集合における Abian-Brown の最小不動点定理，Markowsky の逆（不動点定理によ
る可算な半順序集合の完備性の特徴付け），Davis の逆（不動点定理による可算な束の完備性の特
徴付け）は RCA0上でそれぞれ ACA0と同値である． 
 





● 可算なモノイドにおける Isbell のジグザグ定理は RCA0上で WKL0と同値である． 
● 以下の主張は RCA0上で ACA0と同値である：可算なモノイドとその拡大について，そのドミニ
オンが存在する（以上の結果は[6]に発表されている）． 






● 以下の主張は RCA0上で WKL0と同値である：位数が素数でない可算な群について，その自明で
ない真の部分群が存在する． 
● 以下の主張は RCA0上で ACA0と同値である： 















● 可算なユークリッド整域における Bézout の補題は RCA0で証明できる． 
● 以下の主張は RCA0上で ACA0と同値である： 




－可算な可換環とその 2 つのイデアルについて，それらの和が存在する． 
－可算な可換環とその 2 つのイデアルについて，それらの積が存在する． 
－可算な可換環とその 2 つのイデアルについて，それらの商が存在する． 
－可算な可換環とそのイデアルについて，その冪が存在する． 
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算完備半順序集合における Tarski-Kantorovitch の不動点定理と Bourbaki-Witt の不動点定理，
可算完備束における Knaster-Tarski の不動点定理などは，ほぼ自然な証明が RCA 0 で展開できる
ことを示している．一方で，可算完備半順序集合における Abian-Brown の最小不動点定理が RCA 0  
上で ACA 0 と同値となることを示した．さらに，Abian-Brown の最小不動点定理の逆や Knaster-
Tarski の不動点定理の逆もまた RCA 0  上で ACA 0  と同値となることを示した．これらの定理から
ACA 0  を導く時に用いられた手法は，束論の逆数学の未解決だった問題を解決する時にも利用でき
る．その結果，ACA 0と同値なものとしては新しい形の主張が得られる． 
 第 4 章では半群論の逆数学を行なっている．この中の主要な結果は，可算モノイドにおける イ
ズベルのジグザグ定理が RCA 0  上で WKL 0  と同値となることと，ドミニオンの存在が ACA 0  と同
値となることである． 
 第５章では無限アーベル群を中心に逆数学的分析を行なっている．とりわけ， essential 
closure と neat hull の同値性には WKL 0を使うこと，またそれらの存在には ACA 0が必要十分であ
ることが示されている．また，アーベル群論以外にも，正規化部分群や交換子群の存在には ACA 0
が必要十分であるという過去の結果も述べてある． 
 最後に第６章では，先行研究及び環上の加群に関する既存の結果の言い直しなどによって，可
換環に関するイデアルについての逆数学的結果をまとめてある．またユークリッド整域や単項イ
デアル整域，ネーター環についての考察も行なっているが，まだ発展途中といえる． 
 以上のことは彼が自立して研究活動を行うに必要な高度の研能力と学識を有することを示して
いる．したがって，佐藤隆君提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
